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(1）プロジェクトの背景・自的
科学技術の飛躍的な進歩により，現代
となっている。希少元素を産出する
し，
の使用
術ブ。ロジェクトが既に立ち上がっている。
物質創製の根幹を成す有機合成化学の分野では，
な限り抑制するラ
る。即ちラ眠られた
いる。これらの問題解決策のーっとして触媒反応
国難であった様々な物質変換反応
だけを創製することも可能である。
コバルト
物の創製を目的としている。
の枯渇が危機的な
として利
けないありき
るためにラ 1) 
よる自的機能の代替， 3)
ることなど
iナ し副生成物の
ってい
げられる。触媒反応は従来では合成
ありラ
ク数の大きいラ鉄ラ
よる
となり得る機能性ケイ
シロキサンは， るシリコーンオイルラシリコーンゴムラシリコーン樹脂
などの原料や化粧品オイルライ
コーン製品の基礎原料として な機能性ケイ
シーラントなどに用いる種々のシリ
である。また，ポヲシロキサンの原
料としても利用される。シロキサン化合物はラケイ
化性，耐薬品性ラ耐光性ラ耐熱性，及び低い など
ゴム，レジンラオイルなどの形態で広く用いられている。
よって大きく左右される。特にう二本のポリシロキサ
るポリシロキサンが耐熱性及び良好な加
い安京件によって，耐酸
でありラ
リシロキサンの耐熱性はそ
されたは
の耐熱
絶縁コーティングラ学導体製造時のレジスト材料や層開絶縁膜などに用いられている。しか
しながらラ環状シロキサンの効率的かつ選択的な合成法は報告例が少なく極めて限定的であ
る。例えば，式 1に示の方法で行うと， 6員環（ヘキサメチルシクロトリシロキサン） 1と8
（オクタメチノレシクロテトラシロキサン） 2の 2種類の環状シロキサンを混合物として
えてしまう。一方ラ式 2の方法ではラ 2の選択性は良いがラ用いる原料の合成法や供給体制
の面で問題がある。そこで今年度は司合成法が比較的問難な 8員環を有する環状シロキサン
の効率的かつ選択的な合成を
申請を考慮してう原料 ることが出来ないためラ について詳細な
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できないことを し頂きたい。
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(2) 
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すが，パラジウムの
の低下がみら
価なニッケノレ
ある。またう以下
が少ないラもしく
している。
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されているパラジウムで
で、
がなし＼8 シロキ
剖i NC-o~－ 
(3）プロジェクト
がないことからラ
、 ? ，? ?
の しなくてはならないことからラ
のFj=J
(4）プロジェクト成果の応用・
、拶晶
、ー司
ントロールできる ことが
イズ、をコ
となる。
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